
事業制度概要 整理番号 ２ー①
事 業 名 新需要創造対策 － 成分保証・分別管理機械・施設整備事業 －

（継続拡充）
事 業 概 要 国民の健康志向の高まりや多様化するニーズを受け、企業では、

高品質で安心な国産農産物を用いて新食品・新素材を商品化・事業
化する動きが高まってはきているものの、機能性成分を含む等の特
徴を持つ、革新的な新品種・新技術は従来に比べてリスクが高く、
産地への導入や事業化に踏みきりづらい状況にある。
本事業は、我が国の技術力を活かし、新食品や新素材を開発する

ことにより、農畜産物の新たな需要を創造するため、新食品や新素
材の原料となる農畜産物の収穫、選別、調整又は加工に必要な機械
又は施設の整備を目標とする取組を支援するものである。

事 業 メ ニ ュ ー （ソフト）
ア 検討会の開催 エ 技術の普及
イ 調査の実施 オ 啓発活動
ウ 実証、試験の実施

（ハード）
ア 共同育苗施設整備 カ 産地管理施設整備
イ 乾燥調製施設整備 キ 生産技術高度化施設整備
ウ 穀類乾燥調製貯蔵施設整備 ク 種子種苗生産関連施設整備
エ ケ 家畜飼養管理施設整備農産物処理加工施設整備
オ コ 共同利用機械整備集出荷貯蔵施設整備

主 な 採 択 要 件 ( ) 受益農家原則として３戸以上。1
( ) 要領第１の２の成果目標の基準を満たしていること。2

、 。( ) 全ての効用により 全ての費用を償うことが見込まれること3
( ) 成分保証・分別管理システム確立推進事業と一体的に実施4
すること。

事 業 主 体 ( )農業共同組合 ( )農事組合法人1 4
( )農業協同組合連合会 ( )農事組合法人以外の農業生産法人2 5
( )公社 ( )特定農業団体3 6

補 助 率 事業費の１／２以 事業実施期間 平成１９～２２年度
内

年度予算額 （ソフト）１３（百万円） （ハード）３７７（百万円）2 1

地区当たり単価 （ソフト）２，６００（千円） （ハード）７５，５１６（千円）
(予算上の標準単価)

担 当 部 署 本省（直轄） 生産局技術普及課新技術企画班
地方農政局
その他

その他特記事項 ２１年度については、新品種を活用した機能性食品等に加え、H
（事業セールスポ 農産物由来の有用物質や新素材を活用した医薬・化粧品等、非食品
イント等） 分野における革新的な新製品の事業化を推進する。



詳細事業メニュー（新需要創造対策 － 成分保証・分別管理機械・施設整備事業 －） 整理番号２ー②
事 業 内 容 備 考

（ソフト）
原料に一定の機能性成分などが含まれることを保証する新たなシステム

や、新食品・新素材を他の食品・素材と分別して消費者に届ける新たなシス
テムを確立するため、システムづくりに必要な技術実証・技術指導、マニュ
アルの作成等の取組を支援します。

事業実施主体
（１）新需要創造協議会

新需要創造協議会とは、新食品や新素材の事業化を目的として設立
された団体であって、次に掲げる者により構成され、かつ、代表者の
定めがあるものです。
ア 当該新食品・新素材の原料となる農畜産物を生産・供給する者で
あって （２）に掲げる者、

イ 当該新食品・新素材の実用化・商品化に取り組もうとする者
（２）次に掲げる法人又は団体であって、新需要創造協議会の構成員であ

るもの。
ア 農業協同組合連合会
イ 農業協同組合
ウ 公社（地方公共団体が出資している法人）
エ 農事組合法人
オ 農事組合法人以外の農業生産法人
カ 特定農業団体
キ その他農業者の組織する団体

（ハード）
原料に一定の機能成分などが含まれることを保証する新たなシステムや、
新食品・新素材を他の食品・素材と分別して消費者に届ける新たなシステム
を確立するため、新食品の原料となる農畜産物の収穫、選別、調整、加工に
必要な機械・施設の整備を支援します。

事業実施主体
、 。次に掲げる法人又は団体であって 新需要創造協議会の構成員であるもの

(１) 農業協同組合連合会
(２) 農業協同組合
(３) 公社（地方公共団体が出資している法人）
(４) 農事組合法人
(５) 農事組合法人以外の農業生産法人
(６) 特定農業団体
(７) その他農業者の組織する団体
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事業制度概要 整理番号 ８ー①
事 業 名 生産性限界打破モデル実践事業 （継続）

事 業 概 要 現行の技術・営農体系の下での生産性の限界（生産コストや経営
規模等）を打破するため、品目毎の特性に応じて、新技術等の活用
や未利用労働力の有効活用等により、従前にない新たな営農システ
ムを構築する取組を支援する。

事 業 メ ニ ュ ー （ソフト）
・協議会等の開催等の事業推進体制の整備
・低コスト・省力化に資する新技術の実証
・新技術マニュアル、リーフレット等の作成及び研修会の開催等に
よる新技術等の普及啓発に向けた取組 等

（ハード）
小規模土地基盤整備、乾燥調製施設、穀類乾燥調製貯蔵施設、産

地管理施設、生産技術高度化施設、種子種苗生産関連施設、共同利
用機械施設

主 な 採 択 要 件 ・受益農家が原則として３戸以上であること。
・事業実施による成果目標を定めていること。
・生産局長が別に定める要件及び基準等を満たしていること。
・当該施設等の整備によるすべての効用によってすべての費用を償
うことが見込まれること。

・整備事業を実施する場合にあっては、推進事業と一体的に実施す
るものとする。

事 業 主 体 営農組合、農業生産法人、有限責任事業組合（ )、農業協同組LLP
合等

補 助 率 ハード： 以内 事業実施期間 平成２０～２２年度1/2
ソフト：定額

年度予算額 （ソフト） 百万円 （ハード） 百万円2 1 75 237
地区当たり単価 （ソフト） 千円 （ハード） 千円7,504 29,629
（ ）予算上の標準単価

担 当 部 署 本 省 生産局 農業生産支援課 生産性向上企画第２班
地方農政局 生産経営流通部 農産課・園芸特産課
その他 沖縄総合事務局 農林水産部 農畜産振興課

その他特記事項 生産性を向上させ、国際競争力のある農産物の供給体制を確立す
（事業セールスポ るため、新技術の導入による革新的な営農システムのモデルの構築
イント等） ・普及を推進する。



詳細事業メニュー （生産性限界打破事業） 整理番号 ８ー②
事 業 内 容 備 考

（ソフト）
【共通の取組】
・協議会等の開催等の事業推進体制の整備 土地利用型作物

（ 、 ）・新技術マニュアル、リーフレット等の作成及び研修会開催等による新技術等の普及啓 稲 麦及び大豆
発に向けた取組

・その他事業の目的を達成するために必要な取組 畑作物
（ばれいしょ、て

（ア）土地利用型作物 ん菜及び小麦）
・新技術の普及等を推進するための行動計画の策定
・水稲直播栽培技術、麦の新品種導入、大豆 技術等低コスト 園芸作物300A
・省力化に資する新技術等の実証 （野菜及び果樹）
・モデル構築のための新技術実践組織等への技術指導及び経営分析

（イ）畑作物
・ばれいしょのソイルコンディショニング栽培技術、てん菜の直播栽培技術等作業競合
回避技術又はコスト低減技術の確立に向けた現地検討会の開催及び新技術の実証

・新技術導入による作物の生育状況や生産物等の調査・分析のための取組

（ウ）園芸作物
・トマト低段密植多回転栽培、加工
・業務用キャベツの機械化一貫体系、果樹の新たな台木・仕立法による低樹高栽培等低
コスト

・省力化に資する新技術の実証
・モデル構築のための新技術実践組織等への技術指導及び経営分析
（エ）さとうきび
・夏植型秋収穫栽培技術等新技術の確立に向けた検討会等の開催及び新技術の実証

（ハード）
（ア）土地利用型作物

ａ 地下水位制御システム
ｂ 生育診断施設
ｃ 共同乾燥調製施設の改良
ｄ 新技術導入のために必要な共同利用機械の整備

（イ）畑作物
ａ ばれいしょのソイルコンディショニング栽培技術の導入のために必要な共同利

用機械の整備
ｂ てん菜の直播栽培技術又は多畦収穫技術の導入のために必要な共同利用機械の

整備
ｃ 小麦の不耕起初冬播き栽培技術、低コスト排水対策技術又は雨害リスク低減技

術の導入のために必要な共同利用機械の整備
ｄ ａからｃまでの機械の付帯施設等の整備

（ウ）園芸作物
ａ 新たな栽培体系を確立するために必要な改植・高接・新植等の小規模土地基盤

整備
ｂ トマト低段密植多回転栽培、加工・業務用キャベツの機械化一貫体系、果樹の

新たな台木・仕立法による低樹高栽培体系等低コスト省力化に資する新技術を
確立するために必要な施設の整備

（ａ）生産技術高度化施設
（ｂ）種子種苗生産関連施設
（ｃ （ａ）及び（ｂ）の施設に付帯する施設）
ｃ 新技術導入等のために必要な共同利用機械の整備
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る
た
め
、
新
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
革
新
的
な
営
農
モ
デ
ル
の
構
築
・普
及
を
推
進
。

国
際
競
争
力
の
あ
る
生
産
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
新
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
革
新
的
な
営
農
モ
デ
ル
の
構
築
・普
及
を
推
進
。

生
産
性
限
界
打
破
モ
デ
ル
実
践
事
業
の
概
要

生
産
性
限
界
打
破
モ
デ
ル
実
践
事
業
の
概
要

・グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背

景
と
し
た
国
際
競
争

力
強
化
の
必
要
性

・国
土
や
気
象
条
件

に
よ
る
コ
ス
ト
低
減

や
規
模
拡
大
へ
の

制
約

・新
技
術
等
の
経
営

に
及
ぼ
す
効
果
を
農

業
者
が
適
切
に
評

価
で
き
な
い

→
新
技
術
導
入
が

停
滞

現
状
と
課
題

現
状
と
課
題

事
業
の
実
施

事
業
の
実
施

・革
新
的
営
農
モ
デ

ル
の
普
及
・定
着

・食
料
供
給
コ
ス
ト
を

「５
年
で
２
割
縮

減
」

目
標

目
標

①
公
募
：

②
事
業
の
推
進

技
術
実
証
組
織
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築

・推
進
活
動

・L
LP
な
ど
に
よ
る
地
域
内
の
労
働
力
・資
本
の
活
用
調
整

・実
証
技
術
・成
果
の
地
域
内
へ
の
普
及

・必
要
な
機
械
・施
設
の
導
入

（補
助
率
：１
／
２
、
初
年
度
の
み
）

革
新
的
な
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
を
導
入
・実
証

・水
稲
・麦
・大
豆
の
不
耕
起
汎
用
播
種
技
術

・ば
れ
い
し
ょ
ソ
イ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
技
術

・ト
マ
ト
低
段
密
植
多
回
転
栽
培

・果
樹
の
新
た
な
台
木
・仕
立
法
に
よ
る
低
樹
高
栽
培
等

達
成
す
べ
き
目
標
の
基
準
を
国
が
提
示
し
た
上
で
、
事
業
計
画
を
募
集
。

応
募
の
中
か
ら
、
目
標
レ
ベ
ル
の
高
い
順
に
採
択
。

・協
議
会
活
動
経
費
、
リ
ー
ス
料
等
の
支
援

（補
助
率
：定
額
、
実
施
期
間
年
度
平
成
20
～
22
年
度
）

地
域
協
議
会
等

技
術
実
証
組
織

国
に
よ
る
事
業
成
果
の
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
・普
及

国
に
よ
る
事
業
成
果
の
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
・普
及

一
体
的
に
推
進



事業制度概要 整理番号 ９－①
事 業 名 農業支援ニュービジネス創出推進事業のうちニュービジネス創出支

援事業 (新規)
事 業 概 要 農産物価格の低迷など地域農業を巡る情勢が厳しさを増す中で、現

状では利用期間は短いものの、専ら農業者が取得して利用している
農業機械について、その利用コストを削減し、地域の農業生産シス
テムの変革に資するため、農業機械レンタルのビジネスモデルを育
成する。

事 業 メ ニ ュ ー ①地区推進事業(ソフト)
(主なもの) ア (最長３年を限度とするリースによるレンタル用農業機械の導入

リース料支援)
イ レンタル利用に伴う余剰機械の処分
ウ レンタル事業者に対する研修、コンサルティング
②地区整備事業(ハード)
・取得(購入)によるレンタル用農業機械の導入

主 な 採 択 要 件 （１）レンタルのコスト低減効果が発揮できる規模のレンタル利用
(検討中) 農家を確保できる見込があること

（２）事業メニューの①のアおよび②については、高性能農業機械
や広域での農業機械のレンタルサービスを展開する計画（ ニュー「
ビジネス展開計画 ）を策定し、関係市町村の了解を得ること」

事 業 主 体 ①地区推進事業
、 、 、生産者団体 地域協議会 ニュービジネス展開計画を作成した企業

農業生産法人、ＪＡ等
②地区整備事業
ニュービジネス展開計画を作成した農業生産法人、ＪＡ等

補 助 率 １／２以内 事業実施期間 平成２１年度～２３年度

年度予算額 百万円2 1 424
地区当たり単価 （ソフト） 千円 （ハード） 千円13,000 40,000
（ ）予算上の標準単価

担 当 部 署 本 省 生産局技術普及課新技術企画班
地方農政局 (調整中)
その他

その他特記事項 農業機械のレンタルについては、ビジネスとして未だ確立していな
（事業セールスポ い現状を考慮し、地域の農業者に対する意向調査やレンタルへの参
イント等） 入事業者に対する研修・コンサルティング、レンタル機の導入に至

るまで、レンタルビジネスの立ち上げに必要な一連の取組をフルサ
ポート。



詳細事業メニュー （農業支援ニュービジネス創出推進事業のうちニュービジネス創出支援事業(新規)
整理番号 ９ー②

事 業 内 容 備 考
（ソフト）
・協議会の開催(推進体制の整備) (検討中)
・レンタル利用の意向調査
・事業者と生産者とのマッチング
・リースによるレンタル用農業機械の導入(最長３年を上限とするリース料支援)
・レンタルを利用する農業者の余剰機械の処分
・レンタル事業者に対する研修、コンサルティング
・事業効果の検証 等

（ハード）
・取得(購入)によるレンタル用農業機械の導入
・レンタル用農業機械格納施設の整備



農 業 機 械 レ ン タ ル ビ ジ ネ ス の 確 立 を 図 る 取 組 を 推 進農 業 機 械 レ ン タ ル ビ ジ ネ ス の 確 立 を 図 る 取 組 を 推 進

連
携

・
レ
ン
タ
ル
の
コ
ス
ト
縮
減
効
果
や
事
例
等
の
調
査
・情
報
提
供

・
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

・
中
古
農
機
の
平
均
価
格
（相
場
）の
調
査
方
法
の
確
立

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
基
礎
的
な
条
件
整
備

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立

レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
計
画
の
策
定

高
性
能
な
機
械

の
レ
ン
タ
ル

作
期
の
異
な
る

産
地
を
カ
バ
ー
し
た

広
域
的
な
レ
ン
タ
ル

(例
：高
精
度
の
水
稲
直
播
機
)

(例
：野
菜
用
の
移
植
機
)

民 間 事 業 者 （ 農 業 ・ 農 外 か ら の 参 入 ）民 間 事 業 者 （ 農 業 ・ 農 外 か ら の 参 入 ）

農
業
者
へ
の
意
向
調
査

レ
ン
タ
ル
の
実
施

◇
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、
農
業
情
勢

が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
担
い
手
に
お
い
て

は
、
規
模
拡
大
の
過
程
や
革
新
的
な
機
械

の
導
入
に
際
し
、
取
得
以
外
の
選
択
肢
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

生
産
現
場
の
課
題
・
ニ
ー
ズ

生
産
現
場
の
課
題
・
ニ
ー
ズ

農 業 支 援 ニ ュ ー ビ ジ ネ ス 創 出 推 進 事 業 （ 新 規 ）農 業 支 援 ニ ュ ー ビ ジ ネ ス 創 出 推 進 事 業 （ 新 規 ）

ソ フ ト ・ ハT
N

ド 一 体 的 な 取 組 を 支 援ソ フ ト ・ ハT
N

ド 一 体 的 な 取 組 を 支 援

農
業
機
械
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状

農
業
機
械
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状

◇
従
来
か
ら
販
売
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心

◇
レ
ン
タ
ル
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
十
分
に

確
立
し
て
い
な
い

レ
ン
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
未
確
立
の
要
因

◇
農
業
者
に
レ
ン
タ
ル
の
存
在
や
メ
リ
ッ
ト
が

十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い

◇
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
側
で
は
魅
力
が
薄
い

①
農
家
の
利
用
希
望
日
が
重
な
り
、
稼
働

日
数
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
可
能
性

②
中
古
機
の
価
格
形
成
（市
場
）の
実
態

が
不
透
明
な
た
め
、
レ
ン
タ
ル
機
の
売
却

（更
新
）を
反
映
し
た
料
金
設
定
が
難
し
い

（農
家
に
は
割
高
な
料
金
と
な
る
可
能
性
）

◇
生
産
者
団
体
等
で
は
、
コ
ス
ト
低
減
の
有

効
な
手
段
と
し
て
、
農
業
機
械
の
レ
ン
タ
ル

に
注
目

農
業
機
械
の
利
用
に
伴
う
コ
ス
ト
の
大
幅
な
縮
減
を
実
現
す
る
レ
ン
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立
に
向
け
た
取
組
を
支
援

農
業
機
械
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
縮
減

レ
ン
タ
ル
用
機
械
の
整
備
（取
得
又
は
リ
ー
ス
）

余
剰
機
械
の
処
分

機
械
操
作
の
研
修

生 産 者 団 体 ・ 協 議 会 等生 産 者 団 体 ・ 協 議 会 等

【特
定
の
地
域
（例
：○
○
県
内
）で
実
施
】


